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河
川
整
備
計
画
は
異
常
な
遅
れ

予
算
と
体
制
の
強
化
を

　

台
風
19
号
に
よ
っ
て
、
多
く
の
河
川
で
越

水
が
お
き
、大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

県
は
、
こ
う
し
た
大
雨
対
策
と
し
て
、
30

年
を
計
画
期
間
と
す
る
都
市
河
川
重
点
整
備

計
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
整
備

予
算
が
減
額
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
１
０
０

年
も
か
か
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
山
県
議
は
、
河
川
の
氾
濫
か
ら
県
民
を

守
る
た
め
、整
備
予
算
の
増
額
や
体
制
強
化
と

と
も
に
、
国
に
も
河
川
改
修
事
業
費
の
増
額

を
求
め
る
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
国
に
も
訴
え
、
十
分
な
予
算
の

確
保
に
努
め
、
計
画
的
に
整
備
に
取
り
組
む

と
答
弁
し
ま
し
た
。

建
物
の
浸
水
対
策
の
た
め

　
　
　
　

条
例
を
制
定
す
べ
き

　

さ
ら
に
、
台
風
19
号
に
よ
る
浸
水
で
、
川

崎
市
中
原
区
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
群
で

　

第
３
回
定
例
会
（
12
月
）、
日
本
共
産
党
の
大
山
奈
々
子
県
議
が
代
表
質
問
に
立
ち
、
台
風
被
害
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
、
変
形
労
働
時
間
制
の
導
入
、「
慰
安
婦
」
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
知
事
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

台
風
被
害
か
ら
県
民
を
守
る

対
策
の
強
化
を 

大
山
奈
々
子
県
議
が
代
表
質
問

訪
問
介
護
現
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を

公
立
学
校
に
変
形
労
働
時
間
制
を
導
入
す
る
な

は
、
電
気
系
統
が
長
期
停
止
し
た
と
指
摘
。

　

滋
賀
県
草
津
市
で
は
、
建
築
主
に
浸
水
対

策
を
講
じ
る
、
努
力
義
務
が
盛
り
込
ま
れ
た

条
例
に
よ
り
、
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
や
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
の
浸
水
対
策
が
行
わ
れ
た
と
述

べ
、
本
県
で
も
同
様
の
条
例
を
制
定
す
べ
き

　

介
護
団
体
の
実
態
調
査
で
は
、
介
護
職
の

74
％
が
訪
問
介
護
現
場
で
利
用
者
や
家
族
に

よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
と
、
深
刻
な

事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

大
山
県
議
は
、
介
護
人
材
不
足
が
叫
ば
れ

る
中
、
安
心
安
全
な
労
働
環
境
を
保
障
し
、

定
着
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
、
行
政
と
し
て

正
確
な
実
態
把
握
と
と
も
に
、
啓
発
を
強
化

　

教
員
の
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
勤

務
時
間
を
年
単
位
で
調
整
す
る
「
変
形
労
働

と
求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
条
例
の
制
定
は
拒
み
ま
し
た

が
、「
国
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た
際

に
は
、
県
民
や
市
町
村
、
設
計
・
建
築
団
体

な
ど
に
も
情
報
提
供
し
意
識
啓
発
を
図
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
兵
庫
県
で
の
実
例
を
あ
げ
、
関

係
者
へ
の
研
修
の
実
施
、相
談
窓
口
の
設
置
、

２
人
訪
問
体
制
へ
の
財
政
支
援
な
ど
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
対
策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
、「
事
業
者
や
市
町
村
と
連
携
し
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
介
護
現
場
の
環
境
整

備
に
取
り
組
む
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

時
間
制
」
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
の
導
入
に
対
し
て
、「
労
働
時

間
が
合
法
的
に
増
え
過
労
死
を
促
進
し
て
し

ま
う
」
な
ど
の
怒
り
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　

大
山
県
議
は
、「
教
員
の
働
き
方
改
革
を

推
進
す
る
な
ら
ば
、
教
員
定
数
を
増
や
し
て

業
務
量
を
削
減
す
べ
き
」
と
主
張
。
そ
し

て
、「
そ
の
導
入
は
自
治
体
の
判
断
で
決
め

ら
れ
る
の
で
、
本
県
は
導
入
す
べ
き
で
は
な

い
」
と
求
め
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
、「
学
校
現
場
や
市
町
村
教
育

委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、
検
討
し
た
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

表
現
の
自
由
を
保
障
す
べ
き

　

知
事
は
「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
に

関
連
し
て
、「
慰
安
婦
像
の
展
示
に
税
金
を

出
す
こ
と
は
県
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
「
知

事
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
公
金
支
出
を

盾
に
検
閲
的
な
こ
と
を
行
う
の
で
は
な
く
、

表
現
の
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
だ
」
と
求
め

ま
し
た
。

知
事
の
歴
史
認
識
を
た
だ
す

　

大
山
県
議
は
、
政
府
の
旧
日
本
軍
の
関
与

と
強
制
性
を
認
め
る
河
野
談
話
を
あ
げ
、
知

事
は
「
慰
安
婦
の
強
制
連
行
は
な
か
っ
た
と

考
え
て
い
る
の
か
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
河
野
談
話
を
認
め
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。

米
軍
基
地
被
害
に
苦
し
む

沖
縄
県
を
視
察
し
ま
し
た

　

日
本
共
産
党
県
議
団
は
沖
縄
県
、
北

谷
町
、
普
天
間
基
地
の
あ
る
宜
野
湾
市

な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

日
米
地
位
協
定
の
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
と
の
違
い
、
辺
野
古
へ
の
基
地

移
転
問
題
、
基

地
返
還
後
の
跡

地
利
用
な
ど
、

全
国
の
米
軍
基

地
面
積
の
７
割

を
占
め
る
沖
縄

県
の
現
状
と
、

子
ど
も
の
実
態

調
査
や
貧
困
対

策
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
の
地

位
協
定
調
査
で

は
、
他
国
か
ら

「
な
ん
で
こ
ん
な
状
況
に
な
っ
て
い
る

の
か
」
と
質
問
さ
れ
る
ほ
ど
、
米
軍
言

い
な
り
で
日
本
の
権
限
が
無
い
こ
と
が

判
明
。

　

普
天
間
基
地
に
替
わ
る
辺
野
古
新
基

地
建
設
の
工
事
強
行
に
つ
い
て
は
、
普

天
間
基
地
の
あ
る
宜
野
湾
市
民
で
さ
え

６
割
以
上
が
反
対
の
民
意
を
示
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
の
強
行
的
な
工
事

の
実
施
に
、
憤
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

自
治
体
が
、

国
の
施
策
に
反

す
る
態
度
を
取

る
と
、
民
意
を

無
視
し
て
強
行

的
な
形
で
覆
さ

れ
る
。
こ
れ
で

は
、
地
方
自
治

の
崩
壊
を
招

き
、
沖
縄
県
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
と

強
く
感
じ
ま
し
た
。

 

（
上
野
た
つ
や
）

　

昨
年
６
月
に
設
置
さ
れ
た
政
務
活
動
費
連
絡
会

は
、
12
月
17
日
に
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ

の
内
容
に
は
、
会
計
帳
簿
や
証
拠
書
類
（
領
収
書

な
ど
）
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
の
方
向
性
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
前
期
の
４
年
間
で
、
日
本
共
産
党

が
紹
介
議
員
と
な
っ
て
政
務
活
動
費
に
関
す
る
請

願
が
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
取
り
組

み
が
、
政
務
活
動
費
の
公
開
を
進

め
る
力
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
課
題
が
あ
り
ま
す

の
で
、
さ
ら
な
る
改
善
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

政務活動費の使途
ホームページで公開へ

新基地反対のテント村

井坂しんや
横須賀市

君嶋ちか子
川崎市中原区

大山奈々子
横浜市港北区

石田和子
川崎市高津区

上野たつや
横浜市神奈川区

【団 長】 【副 団 長】

県民要求実現に奮闘する

神奈川県議団



　

知
事
は
先
の
本
会
議
で
、
県
立
津
久
井
や
ま

ゆ
り
園
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
法
人
か
な
が
わ

共
同
会
を
２
０
２
４
年
度
ま
で
指
定
管
理
者
と

す
る
方
針
を
見
直
し
、
指
定
管
理
期
間
を
短
縮

し
、
新
た
な
指
定
管
理
者
を
公
募
す
る
と
突
然
発
言
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
「
３
年
前
の
凄
惨
な
事
件
の
裁
判
が
始
ま

る
と
法
人
の
良
く
な
い
情
報
が
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
」
と
説
明

し
て
い
ま
す
が
、
根
拠
は
全
く
不
明
で
す
。

　

利
用
者
・
家
族
・
職
員
へ
の
説
明
会
で
は
、
家
族
か
ら
「
事

実
誤
認
に
基
づ
く
政
策
決
定
は
間
違
っ
て
い
る
」
と
、
強
い
批

判
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

知
事
は
や
ま
ゆ
り
園
の
支
援
の
あ
り
方
を
問
題
に
し
て
い
ま

す
が
、
運
営
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
調
査
）
を
行
な
っ
て
き

た
県
の
責
任
と
、
指
定
管
理
者
制
度
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

石
田
和
子
県
議
は
、
現
在
行
な
っ
て
い
る
立
ち
入
り
調
査
の

結
果
も
出
て
い
な
い
段
階
で
、
政
策
を
変
更
す
る
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
が
間
違
っ
て
い
る
と
、
常
任
委
員
会
で
指
摘
し
ま
し
た
。
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憲法９条守り　核も基地もない平和な神奈川を

常任委員会での主な取り組み
環境農政
常任委員会

大山 奈々子
厚生常任委員会

石田 和子
産業労働
常任委員会

上野 たつや

建設・企業
常任委員会

井坂 しんや
文教常任委員会

君嶋 ちか子
急性期病床の再編中止を
　厚労省は、公立・公的病院の
急性期病床を再編すべきと、42
4病院（本県は10病院）を公表。
地域の実情を考慮せず、患者や
住民に不安を与えています。
　再編中止と医療従事者の労働
環境改善を求める意見書案を発
議しましたが、他会派の賛同が
なく否決。

県立病院を労災指定病院へ
　県立精神医療センターの労災
指定病院化を求め、「検討する」
との答弁を引き出しました。

災害復旧の補助制度実現！
　災害復旧支援に関し、求めて
いた中小企業等への補助制度が
実現しました。施設や設備の修
繕に関わる制度であり、被害額
に下限がないのが特徴です。周
知徹底を強く求めました。

県立産業技術短期大学校
の運営に当事者の声を
　県立産業技術短期大学校西
キャンパスは、技能検定や後継
者育成に重要な役割を果たして
おり、建替準備中です。今後の
引越しや運営には、当事者の声
を反映するよう求めました。

住みやすい県営住宅へ
　現在10年間かけて県営住宅
（28団地7,335戸）の建て替えが
進んでいますが、それ以外の住
宅の修繕や維持管理にも、しっ
かり予算をつけるよう求めまし
た。また、民法の改正に伴い、
入居時の保証人が不要となる条
例改正がありました。
　さらに、県営住宅の入居要件
を緩和し、60歳以下の一人暮ら
しの方や同性パートナーも入居
できるようになるなど、これま
で県議団として求めてきた改善
が進みました。

指定管理者選定基準改善へ
　教育関係施設の指定管理者制
度は、公の施設を民間に委ね、経
費削減を図る制度です。そのた
め、労働条件の悪化などが生じ
ています。
　私たちは基本的にこの仕組み
に反対していますが、同時に労
働条件への配慮も求めてきまし
た。その結果、事業者を選ぶ際
の選定基準の配点では、労働条
件などが重視されるようにな
り、求めていた労働条件審査制
度も盛り込まれるなど、貴重な
成果が得られました。

石炭火力発電所の建設中止を
　横須賀の石炭火力発電所建設
中止を要請しました。本県の年
間CO2排出量の１割に匹敵する
同発電所は、気候変動の危機感
が高まる中で、時代遅れです。
　静岡県では、知事の要請を契
機に天然ガス火力発電所の建設
を中止しました。脱炭素社会へ
の本気度を示すべきです。

台風被害復旧の補助を
　本県漁業を支える定置網の台
風被害復旧に向けて、補助制度
の創設を求めました。

　　　　　　　　　　　　　　　《主な請願審査結果》本会議での態度 ○：採択　×：不採択

件　　　　　名 賛同署名数 審査結果 共産 自民 立民 公明 民主 県政 わ町 大志 神ネ
肢体不自由児者及び医療的ケアを必要とする障がい児者への支援の充実を求める請願 － 採　択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
教育費の公私間格差をなくし、子どもたちにゆきとどいた教育を求める請願 106,319筆 不採択 〇 × × × × × × × 〇
県の小児医療費助成制度の拡充についての請願 53,529筆 不採択 〇 × × × × × × × ×

高
す
ぎ
る
国
保
料（
税
）の
引
き
下
げ
を

● 

事
業
主
負
担
が
な
い
国
民
健
康
保
険
で
は
、「
高
す
ぎ
て
払
え

な
い
」
と
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
保
険
料
（
税
）
負
担
を

協
会
け
ん
ぽ
並
み
に
引
き
下
げ
る
た
め
に
、
国
に
１
兆
円
の
補

助
金
増
額
を
求
め
る
べ
き
と
質
し
ま
し
た
。

● 

ま
た
、
県
の
２
２
５
億
円
の
黒
字
を
用
い
て
市
町
村
の
納
付
金

を
減
ら
せ
ば
、
引
き
下
げ
は
可
能
だ
と
指
摘
し
、
県
の
同
意
も

得
ら
れ
ま
し
た
。

● 

共
産
党
県
議
団
は
、
国
保
へ
の
県
独
自
の
財
政
支
出
の
増
額
を

求
め
て
き
ま
し
た
。

国
保
加
入
者
に
寄
り
添
っ
た
制
度
運
営
を

　

国
の
保
険
者
努
力
支
援
制
度
は
、
自
治
体
を
競
わ
せ
て
、
得
点

に
応
じ
て
交
付
金
を
配
分
す
る
仕
組
み
で
す
。
高
得
点
と
な
る
収

納
率
向
上
の
た
め
に
給
与
や
年
金
の
差
押
え
が
起
き
て
お
り
、
生

活
破
壊
に
至
る
取
り
立
て
は
や
め
る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
滞
納
者
に
は
丁
寧
な
対
応
を
す
る
。特
定
健
診
受

診
率
向
上
、
重
症
化
予
防
な
ど
を
促
進
す
る
」
と
、
質
問
の
趣
旨

に
添
っ
た
答
弁
が
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
国
に
制
度
改
善

を
迫
る
こ
と
と
、
加
入
者
の
健
康
な
暮
ら
し
を
保
障
す
る
た
め
、

県
の
運
営
姿
勢
を
改
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

昨
年
10
〜
11
月
に
決
算
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
財
政
運
営
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
政
策
、
村
岡
新
駅
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

建
設
、
水
道
事
業
な
ど
に
多
く
の
問
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
、君
嶋
県
議
は
決
算
の
認
定
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

６
分
野
に
わ
た
っ
て
質
問
し
、
特
別
支
援
学
校
の

整
備
・
運
営
の
充
実
、
交
通
安
全
設
備
補
修
等
の
速

や
か
な
実
施
な
ど
で
は
、
貴
重
な
成
果
も
得
ら
れ
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
国
保
に
限
っ
て
報
告
し
ま
す
。

国
保
料（
税
）引
き
下
げ
の

 

具
体
的
工
夫
を
提
案
！

決算特別
委員会

上
野
た
つ
や
県
議
が
反
対
討
論

上
野
た
つ
や
県
議
が
反
対
討
論

県
立
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の

県
立
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の

  

指
定
管
理
者
の
変
更
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
変
更
に
つ
い
て

　

議
会
最
終
日
の
12
月
18
日
、
上
野
た
つ
や
県

議
は
提
案
さ
れ
た
36
議
案
中
、
６
議
案
に
反
対

す
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

約
１
２
８
億
円
に
の
ぼ
る
一
般
会
計
補
正
予

算
案
に
は
、
台
風
災
害
の
復
旧
等
に
関
わ
る
予
算
（
約
１
２
５

億
円
）
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
大
変
重
要
で
す
。
し
か
し
、

財
政
力
が
弱
い
市
に
ほ
場
整
備
の
負
担
を
求
め
る
「
市
負
担

金
」
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

神
奈
川
県
地
方
卸
売
市
場
条
例
廃
止
案
は
卸
売
市
場
の
規
制

緩
和
を
図
る
も
の
で
、
中
小
卸
売
業
者
の
淘
汰
や
、
消
費
者
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
安
倍
政
権
の
も
と
で
の
一
次
産
業

の
規
制
緩
和
に
は
反
対
で
す
。

　

個
人
情
報
漏
洩
の
危
険
が
増
す
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例

の
一
部
改
正
案
や
、
辻
堂
海
浜
公
園
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

利
用
料
金
が
10
倍
以
上
に
跳
ね
上
が
る
神
奈
川
県
都
市
公
園
条

例
の
一
部
改
正
案
に
も
、賛
成
で
き
ま
せ
ん
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

反
対
し
た
６
議
案
を
含
め
、
議
案
は
他
会
派
の
賛
成
多
数
で

全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

君嶋ちか子
県議

＝
知
事
発
言
の
真
意
を
問
う
＝


